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福祉心理臨床における「枠」

茂木洋
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心理治療の場を構成する治療的な設定のことを「治療構造」あるいは「枠」「枠組み」と呼ぶ。近年の心理

臨床のフィールド拡大とともに、伝統的な個人心理治療のなかで作り上げられてきた枠が通用しない場面が増

えてきている。本稿では児童福祉施設に働く施設臨床心理士がどのように枠をとらえていけばよいのか、福祉

心理臨床に役立つ心理治療の枠組み作りとはどのようなものかについて検討した。施設臨床心理士は、被虐待

児に代表されるような「対象の難しさ」と入所型施設特有の「枠の難しさ」の両面から福祉現場における心理

治療の難しさをとらえる必要がある。福祉心理臨床における枠組み作りとは、心理臨床現場の実情に即して臨

床心理学的視点を活かしていくという「視点の活用」と、その上で現場に即した治療枠を形作っていくという

｢枠の応用」としてとらえられる。心理臨床実践の中で枠の意義を問い続けることが、臨床心理士としての責

任を引き受けるということである。
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1．はじめに

心理臨床の実践（心理治療）とは、クライエン

ト（被援助者）とセラピスト（心理治療者、臨床

心理士）との間で形成される治療的なプロセスで

ある。心理治療において何が行われ、どのような

治療的な展開が起きているかを正確に把握するた

めには、相互交流の内容や質という側面だけでな

く、その心理治療の場がどのような諸条件や要因

で成り立っているかという前提を問うことが重要

である。つまり、クライエントとセラピストの間

で「どのような事柄が話し合われているか」「両

者の関係性の中でどのような現象が起きている

か」に注目するだけでなく、「両者の関係がどの

ような治療的な設定の上で展開しているか」とい

う視点に立って心理治療のプロセスを見ていくこ

とが大切なのである。この「治療的な設定」のこ

とを臨床心理学においては「治療構造」あるいは

－1－

｢枠」「枠組み」と呼んでいる。なお、治療構造と

いう言葉は精神分析用語として医学領域で発生し

た言葉であるため、本論では福祉心理臨床分野で

の現象を記述するための言葉として「枠」あるい

は「枠組み｣という言葉を使うことにする。

枠の持つ意義としては、①治療関係を成立させ

るために最低限守るべきルールを提示し、制限す

るという父性的な側面と、②クライエントの治療

を守り、クライエントに対して基本的安心感を保

証するという母性的な側面とに大別できる。この

両面があいまって、クライエントの心理的な変容

が可能になると考えられる。

具体的な方法論としては、時間的・空間的設定

や料金、秘密の取り扱いなどの約束事を治療者と

クライエントの間で取り交わすことによって、心

理治療の場を非日常空間として枠付けていくので

ある。そうして、日常的な人間関係においてはさ


















